
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
九
号

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令

内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号

ニ
、
第
四
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
五
項
、
第
三
十
五

条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
第
九
項
、
第
五

十
六
条
第
八
項
、
第
六
十
四
条
第
四
項
、
第
七
十
条
第
四

項
、
第
八
十
八
条
及
び
第
八
十
九
条
並
び
に
同
法
第
二
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
公
営
住
宅
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
四
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
住
宅
地
区
改
良
法

（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
区
域
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
公
営
住
宅
法
附
則
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
並
び
に
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年

法
律
第
八
十
八
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
の
政
令
で
定
め
る
事
業
）

第
一
条
　
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
の
政
令
で

定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
の
利
用
の
促

進
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
そ
の

他
の
復
興
推
進
計
画
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
復
興
推
進
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
に
お
け
る
農
林
水
産

業
の
振
興
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の

二
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
、
地
域
住
民
の
健

康
の
保
持
増
進
そ
の
他
の
復
興
推
進
計
画
の
区
域
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
増
進
又
は
保
健
医
療
の
向
上
に

資
す
る
事
業
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

三
　
資
源
の
有
効
利
用
の
促
進
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
の
確
保
そ
の
他
の
復
興
推
進
計
画
の
区
域
に
お
け

る
環
境
の
保
全
及
び
向
上
に
資
す
る
事
業
で
あ
っ
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

四
　
地
域
住
民
の
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
お
け
る

移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
の
確
保
、
地
域
住
民
の
生

活
に
関
す
る
需
要
に
応
じ
て
行
う
商
品
の
販
売
又
は

役
務
の
提
供
そ
の
他
の
復
興
推
進
計
画
の
区
域
に
お

け
る
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る

事
業
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
の
特
性
に

即
し
た
産
業
の
振
興
そ
の
他
の
復
興
推
進
計
画
の
区

域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
（
法
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
東
日
本
大
震
災
を
い
う
。
）
か
ら
の
復
興

の
円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
に
資
す
る
経
済
的
社
会
的

効
果
を
及
ぼ
す
事
業
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

も
の

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
取
組
を
重
点

的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、

次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一
　
岩
手
県
の
区
域
の
う
ち
、
宮
古
市
、
大
船
渡
市
、

久
慈
市
、
陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
上
閉
伊
郡
大
槌

町
、
下
閉
伊
郡
山
田
町
、
同
郡
岩
泉
町
、
同
郡
田
野

畑
村
、
同
郡
普
代
村
、
九
戸
郡
野
田
村
及
び
同
郡
洋

野
町
の
区
域

二
　
宮
城
県
の
区
域
の
う
ち
、
仙
台
市
、
石
巻
市
、
塩

竈
市
、
気
仙
沼
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼

市
、
東
松
島
市
、
亘
理
郡
亘
理
町
、
同
郡
山
元
町
、

宮
城
郡
松
島
町
、
同
郡
七
ヶ
浜
町
、
同
郡
利
府
町
、

牡
鹿
郡
女
川
町
及
び
本
吉
郡
南
三
陸
町
の
区
域

三
　
福
島
県
の
全
て
の
市
町
村
の
区
域

（
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
読
替
え
）

第
三
条
　
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
公
営
住
宅
法
第

四
十
四
条
第
一
項
（
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
公
営

住
宅
法
附
則
第
十
五
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
（
同
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
耐
用
年
限
の
四
分
の
一

を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
そ
の
耐
用
年
限

の
六
分
の
一
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
特
別
の
事
由

の
あ
る
と
き
」
と
読
み
替
え
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お

け
る
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二

百
四
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
住
宅
地
区
改
良
法
施

行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
百
二
十
八
号
）
第
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
四
分
の
一
」
と
あ
る
の

は
、
「
六
分
の
一
」
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
公
営
住
宅
法
第
四
十

四
条
第
二
項
（
住
宅
地
区
改
良
法
第
二
十
九
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
公
営
住
宅
法
施
行
令

第
十
四
条
（
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
第
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
公
営
住
宅
法
施
行
令
第
十
四
条
中
「
公
営
住

宅
の
整
備
若
し
く
は
共
同
施
設
の
整
備
又
は
こ
れ
ら
の

修
繕
若
し
く
は
改
良
に
要
す
る
費
用
に
」
と
あ
る
の

は
、
「
公
営
住
宅
の
整
備
若
し
く
は
共
同
施
設
の
整
備

若
し
く
は
こ
れ
ら
の
修
繕
若
し
く
は
改
良
に
要
す
る
費

用
又
は
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃

貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十

七
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
六
条
の
地
域
住
宅
計
画
に

基
づ
く
事
業
若
し
く
は
事
務
の
実
施
に
要
す
る
費
用

に
」
と
す
る
。

（
都
市
公
園
法
施
行
令
に
係
る
政
令
等
規
制
事
業
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共

団
体
が
、
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
復
興
推
進

事
業
と
し
て
、
復
興
仮
設
占
用
物
件
設
置
事
業
（
復
興

推
進
計
画
の
区
域
内
の
区
域
で
あ
っ
て
、
地
域
住
民
の

生
活
に
必
要
な
物
件
又
は
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
が

不
足
し
て
い
る
区
域
に
お
い
て
、
当
該
物
件
又
は
施
設

に
代
わ
る
べ
き
仮
設
の
物
件
又
は
施
設
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
復
興
仮
設
占
用
物
件
」
と
い
う
。
）
を
当

該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
園
（
都

市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
を
い
う
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
内
に
設
け
、
復
興
の
推
進
に
当
た
っ
て

活
用
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
定
め
た
復
興
推
進
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総

理
大
臣
の
認
定
（
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
申
請
し
、

そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後

は
、
当
該
復
興
推
進
計
画
の
区
域
内
の
当
該
復
興
仮
設

占
用
物
件
設
置
事
業
に
係
る
復
興
仮
設
占
用
物
件
に
対

す
る
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二

百
九
十
号
）
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
九
　
都
市
再
開
発
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
よ
る
市
街
地

再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
施
行
区
域
内
の
建
築
物
に
居
住
す
る
者
で
同
法
第
二

条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
物
に
入
居
す
る
こ
と

と
な
る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設
（
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
密
集
市

街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
に
よ
る
防
災
街
区

整
備
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

施
行
区
域
内
の
建
築
物
（
当
該
防
災
街
区
整
備
事
業
の

施
行
に
伴
い
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
も
の
に
限
る
。
）

に
居
住
す
る
者
で
当
該
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
後

に
当
該
施
行
区
域
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を

一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設
（
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
／
九
　
都
市

再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
よ

る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築
物
に
居
住
す
る
者
で

同
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
物
に
入
居

す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な

施
設
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
及

び
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
に
よ
る

防
災
街
区
整
備
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
施
行
区
域
内
の
建
築
物
（
当
該
防
災
街
区
整

備
事
業
の
施
行
に
伴
い
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
も
の

に
限
る
。
）
に
居
住
す
る
者
で
当
該
防
災
街
区
整
備
事

業
の
施
行
後
に
当
該
施
行
区
域
内
に
居
住
す
る
こ
と
と

な
る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な
施
設
（
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
／
九
の
二
　
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三

年
政
令
第
四
百
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復

興
仮
設
占
用
物
件
／
」
と
、
同
令
第
十
四
条
第
三
号
中

「
並
び
に
第
十
二
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
号
」
と

あ
る
の
は
「
及
び
第
十
二
条
第
二
項
第
九
号
か
ら
第
十

号
ま
で
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
復
興
推
進
計
画
に
は
、
法
第
四
条
第
二
項
第

七
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
当
該
復
興
仮
設
占
用
物

件
設
置
事
業
に
係
る
復
興
仮
設
占
用
物
件
ご
と
の
当
該

復
興
仮
設
占
用
物
件
を
設
置
す
る
都
市
公
園
の
名
称
及

び
所
在
地
並
び
に
当
該
復
興
仮
設
占
用
物
件
の
種
類
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
を
勘
案
し
て
産

業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要

な
区
域
）

第
五
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
域

は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一
　
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域

二
　
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
、
仙
台
市

青
葉
区
、
太
白
区
及
び
泉
区
の
区
域
を
除
い
た
区
域

三
　
福
島
県
の
区
域
の
う
ち
、
い
わ
き
市
、
相
馬
市
、

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達
郡
川
俣
町
、
双
葉
郡
広

野
町
、
同
郡
楢
葉
町
、
同
郡
富
岡
町
、
同
郡
川
内

村
、
同
郡
大
熊
町
、
同
郡
双
葉
町
、
同
郡
浪
江
町
、

同
郡
葛
尾
村
、
相
馬
郡
新
地
町
及
び
同
郡
飯
舘
村
の

区
域

（
土
地
改
良
事
業
の
要
件
等
）

第
六
条
　
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
土
地
改
良
事
業
（
法
第
二
条

第
十
一
項
に
規
定
す
る
土
地
改
良
事
業
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
土
地
改
良
事
業
以
外

の
土
地
改
良
事
業
　
土
地
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
第
五
十
条
第
一
項

各
号
（
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。
第
三
号

1



に
お
い
て
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二
　
土
地
改
良
法
施
行
令
第
五
十
条
第
二
項
か
ら
第
十

三
項
ま
で
に
規
定
す
る
計
画
に
従
っ
て
行
う
土
地
改

良
事
業
　
当
該
各
項
に
規
定
す
る
事
業
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
土
地
改
良
法
施
行
令
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
一
体
事
業
　
当
該
一
体
事
業
を
構
成
す
る
土
地

改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第

二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
土
地
改
良
施
設
の

新
設
若
し
く
は
変
更
又
は
同
項
第
二
号
、
第
三
号
若

し
く
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
同
令
第

五
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

２
　
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
関
連
都

道
県
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災
関
連

都
道
県
を
い
う
。
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
の
土
地
改
良
法
施
行
令
第
七

十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第

一
号
中
「
法
第
八
十
五
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二

第
一
項
又
は
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
六

項
の
申
請
に
よ
つ
て
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被

災
関
連
都
道
県
（
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
被
災
関
連
都
道
県
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
、
第
二
号
の
四
か
ら
第
二

号
の
六
ま
で
、
第
二
号
の
九
、
第
二
号
の
十
及
び
第
三

号
中
「
法
第
八
十
五
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二
第

一
項
又
は
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項

の
申
請
に
よ
つ
て
都
道
府
県
」
と
あ
り
、
同
項
第
二
号

の
二
、
第
二
号
の
三
、
第
二
号
の
七
、
第
二
号
の
八
及

び
第
四
号
中
「
法
第
八
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
十
五

条
の
二
第
一
項
の
申
請
に
よ
つ
て
都
道
府
県
」
と
あ

り
、
並
び
に
同
項
第
二
号
の
十
一
中
「
法
第
八
十
五
条

第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
八
十
五
条

の
三
第
一
項
の
申
請
に
よ
つ
て
都
道
府
県
」
と
あ
る
の

は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
五
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
関
連
都
道
県
」
と
し
、
同
項

第
六
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
集
団
移
転
促
進
事
業
の
特
例
）

第
七
条
　
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
集
団

移
転
促
進
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
防
災
の
た

め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令

第
四
百
三
十
二
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
三
条
中
「
法
第
八
条
各
号
」

と
あ
る
の
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
八
条
各

号
」
と
、
同
令
第
四
条
中
「
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
住
宅
団
地
（
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
住
宅
団
地
（
移
転
者
の
住
居
の
移
転
に

関
連
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
医
療
施
設
、
官
公
庁
施

設
、
購
買
施
設
そ
の
他
の
施
設
で
、
居
住
者
の
共
同
の

福
祉
又
は
利
便
の
た
め
必
要
な
も
の
の
用
に
供
す
る
土

地
を
含
む
。
」
と
、
「
法
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
同
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
地
籍
調
査
に
要
す
る
経
費
）

第
八
条
　
法
第
五
十
六
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
関

連
都
道
県
及
び
被
災
関
連
市
町
村
（
法
第
四
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
被
災
関
連
市
町
村
を
い
う
。
）
が
負

担
す
る
地
籍
調
査
（
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
籍
調
査
を
い
う
。
）
に
要
す
る
経
費
は
、
次
に
掲

げ
る
作
業
に
要
す
る
費
用
で
、
調
査
地
域
の
面
積
、
調

査
作
業
の
難
易
等
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た
も
の
と
す
る
。

一
　
一
筆
地
調
査

二
　
地
籍
図
根
三
角
測
量

三
　
地
籍
図
根
多
角
測
量

四
　
地
籍
細
部
測
量

五
　
空
中
写
真
の
撮
影

六
　
空
中
写
真
の
図
化

七
　
地
積
測
定

八
　
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
の
作
成

（
届
出
対
象
区
域
内
に
お
い
て
届
出
を
要
す
る
行
為
等
）

第
九
条
　
法
第
六
十
四
条
第
四
項
本
文
の
政
令
で
定
め
る

行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
　
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
移
転

二
　
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
用
途
の
変
更

２
　
法
第
六
十
四
条
第
四
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行

為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

イ
　
次
号
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の

新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転
の
用
に
供
す
る
目

的
で
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ロ
　
既
存
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
の
た

め
に
必
要
な
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ハ
　
農
林
漁
業
を
営
む
者
の
た
め
に
行
う
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更

二
　
階
数
が
二
以
下
で
、
か
つ
、
地
階
を
有
し
な
い
木

造
の
建
築
物
そ
の
他
の
容
易
に
移
転
し
、
又
は
除
却

す
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
新

築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

三
　
前
号
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
用

途
の
変
更

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う

行
為

（
収
用
委
員
会
に
対
す
る
裁
決
の
申
請
）

第
十
条
　
法
第
七
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
収
用

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
裁
決
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
復
興
整
備
事
業
（
法
第
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
復
興
整
備
事
業
を
い
う
。
）
の
種
類
（
復
興
整

備
計
画
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興

整
備
計
画
を
い
う
。
）
を
作
成
し
、
又
は
変
更
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）

四
　
損
失
の
事
実
並
び
に
損
失
の
補
償
の
見
積
り
及
び

そ
の
内
訳

五
　
協
議
の
経
過

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条
　
法
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
第
二

号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
九
条

第
五
項
及
び
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
都
市
計

画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
に
関
す
る

事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
四
条
第
九
項
並

び
に
第
五
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

２
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
農

林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
農
政
局
長
に
委
任
す

る
。

３
　
法
第
四
十
九
条
第
五
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
環

境
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す

る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三

年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
附
則
第

十
五
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十
六
項
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
二
月
二
二
日
政
令
第
三

四
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
一
六
日
政
令
第
一

五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
八
月
一
九
日
政
令
第
二

三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
政
令
第
三

三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の

施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日
政
令
第
二

〇
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
一
四
日
政
令
第
一

五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
二
一
日
政
令
第
二

〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

2



の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
七
日
政
令
第

二
九
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
土
地
改
良
法
施
行
令
第
一

条
の
九
か
ら
第
三
条
ま
で
の
改
正
規
定
、
同
令
第
三
条

の
二
の
改
正
規
定
（
「
法
第
九
十
五
条
第
三
項
及
び
法
」

を
「
第
九
十
五
条
第
三
項
及
び
」
に
改
め
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
四
十
八
条
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改

正
規
定
、
同
令
第
四
十
八
条
の
四
の
二
の
改
正
規
定

（
「
第
三
条
の
二
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
部
分
を
除

く
。
）
、
同
令
第
四
十
八
条
の
五
、
第
四
十
八
条
の
六
及

び
第
四
十
八
条
の
九
か
ら
第
五
十
条
ま
で
の
改
正
規

定
、
同
令
第
五
十
条
の
二
の
十
一
の
次
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
十
二
条
、
第
五
十
二
条
の
二

第
四
項
及
び
第
五
十
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
令

第
五
十
三
条
の
十
三
を
同
令
第
五
十
三
条
の
十
五
と

し
、
同
令
第
五
十
三
条
の
十
二
の
二
を
同
令
第
五
十
三

条
の
十
四
と
し
、
同
令
第
五
十
三
条
の
十
二
の
次
に
一

条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
七
十
二
条
第
一
項
第

一
号
、
第
七
十
二
条
の
二
、
第
七
十
二
条
の
三
、
第
七

十
二
条
の
六
、
第
七
十
三
条
及
び
第
七
十
八
条
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
同
令
附

則
第
二
条
及
び
第
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三

項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
日
政
令
第
一
三
九

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
二
日
政
令
第
三
〇

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
一
四
日
政
令
第
二
〇

五
号
）

こ
の
政
令
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
七
月
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
六

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
日
政
令
第
三
七

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
一
〇

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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